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過去の彗星の写真を並べて提示し、彗星によって尾

の見え方が変わるのは、彗星ごとに氷（揮発物質）とダ

スト（不揮発物質）の量比が異なることが原因であると

紹介した。 

 

２-３．近接探査  

彗星の本体（核）がとても小さいことから、地上観測

では、その正体に迫ることは難しい。本当に彗星が氷

を主成分とした天体であるのか、という疑問を初めて近

接探査で明らかにしたのは、ハレー彗星 (1P)へ向かっ

た探査機である。ジオットはハレー彗星の核のクローズ

アップ写真の撮影に成功し、激しく蒸発してガスを噴

出する彗星核の様子を捉えた。 

さらに、ロゼッタは、チュリュモフ=ゲラシメンコ彗星

(67P)をターゲットとして探査を行ったことを紹介した。

チュリュモフ=ゲラシメンコ彗星の表面は岩石質の物質

で覆われており、氷は直接露出していないが、ロゼッタ

の継続的な観察により、地下に隠れている氷が吹き出

し口のような構造からガスを放出し、彗星活動をしてい

る様子を多数の写真で紹介した。さらには、彗星が近

日点近くに位置していた 2015 年 8 月 12 日には短時

間の突発的な激しいガスの噴出を捉えたことも紹介し、

彗星核の活動は均一ではなく突発的な現象が起きる

ことを解説した。 

 

２-４．彗星の崩壊と供給  

彗星が不変の天体ではなく、太陽に近づくたびに

氷が融けていくということから、いつかは氷が尽きてしま

うであろうことを予想させた。2025 年のアトラス彗星

（C/2024 G3）は、事前の予測を大きく上回って華やか

な彗星となったが、この彗星の 3 日間の比較写真を提

示し、1 日目の写真では明瞭であった中央集光が、3

日目には中央集光が消失している変化を示した。これ

は、アトラス彗星の核が太陽熱によって完全に崩壊消

失したために、ごく短時間に大量のダストを放出した結

果であると解説した。 

さらに、ハッブル宇宙望遠鏡が捉えたシュワスマン・

ワハマン第 3彗星（73P）の核分裂画像を提示し、大粒

の天体破片や無数の粒子が連なって宇宙空間へと放

出され、彗星核が崩壊している事例を紹介した。 

このように、彗星は 46 億年という太陽系のタイムスケ

ールから見れば、短期間で崩壊消滅する運命にある。

それにもかかわらず、現在でも毎年数多くの新彗星が

次々と発見されているということを紹介し、太陽系には、

彗星の供給源が存在していることを説明し、それは海

王星軌道よりもはるか遠方の領域で、人類が未だ直接

的に観測できない領域であることを紹介した。  

 

３３．．技技術術的的ななメメモモ 

イントロパートでは、星空の表現をインフィニウムΣに

よる星空を用い、地上の風景と彗星の描画を、メディ

アグローブΣSE を使用して表現した。 

このパートでは、題材をツチンシャン・アトラス彗星と

している。実際にツチンシャン・アトラス彗星が地上から

最もよく観察できた日は 2024年 10月 13日もしくは 14

日であったが、この日付でメディアグローブΣSEにツチ

ンシャン・アトラス彗星を描画させると、ほとんどドームス

クリーン上でその姿を認識できないという問題があった。  

この原因は、メディアグローブΣSE が持っている彗

星のモデルが、ダストテイルが平面オブジェクトとして

作られているのではないかと推定している。2024 年の

10 月 13 日、14 日には、地球がほぼツチンシャン・アト

ラス彗星の軌道面上に位置しており（そのためツチン

シャン・アトラス彗星のダストテイルに湾曲が見られず、

直線的に伸びている様子が観察された）、メディアグロ

ーブΣSE 上では、ダストテイルの幅が極端に細い幅と

なってしまったことが原因と考えられる。 

この問題を回避するため、イントロパートでツチンシ

ャン・アトラス彗星の見えた日として 10月 15日という実

際に一番よく見えた日付とは異なる日付を採用し、さら

にツチンシャン・アトラス彗星の軌道要素も、実際の軌

道要素をわずかに変更した物に調整し、厳密には正

しくないシミュレーションとはなるが、ドーム上での彗星

の姿の雰囲気が実際の見え方に近づくように調整を

行った。 

 

４４．．メメイインンビビジジュュアアルルとと投投影影実実績績  

「彗星ってどんな星？」のメインビジュアルは、今年

度の他のプラネタリウム A のメインビジュアルと同じく、

株式会社五藤光学研究所に制作業務を委託して制

作した。彗星の写真は、小澤祐二氏によるものである。 

 
2026 年 3 月 4 日から 5 月 31 日までの総投影回数

は 199 回、観覧者数は 26,651 名であった。 
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スペシャルナイト「プラネタリウム 100 周年クロージングイベント」実施報告 

 

西 野  藍 子＊1、嘉 数  次 人＊2 
 

 

概 要 

 

2023 年から 2025 年まで国内外で開催していたプラネタリウム 100 周年記念事業のグランドフィナーレ

として、日本全国のプラネタリウム施設をオンラインで結び、プラネタリウムの 100 年とこれからの未来を共

有する特別イベントを企画した。また当館オリジナル企画として、全国各地のプラネタリウムで出張公演を

行う「星兄」を特別ゲストに迎え、爆笑プラネタリウム投影や吉岡館長とのトークセッションを合わせてお楽

しみいただくスペシャルナイト「プラネタリウム 100 周年クロージングイベント」を開催した。本稿では、この

スペシャルナイトの実施内容について報告する。 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

2025 年 5 月 24 日(土)、プラネタリウム 100 周年記

念事業のグランドフィナーレとして、日本全国のプラネ

タリウム施設をオンラインで結び、プラネタリウムの 100

年とこれからの未来を共有する特別イベントを開催し

た。また合わせて当館のオリジナル企画として、全国

各地のプラネタリウムで出張公演を行う「星兄」を特別

ゲストに迎え、爆笑プラネタリウム投影や吉岡館長との

トークセッションを合わせてお楽しみいただくスペシャル

ナイト「プラネタリウム 100 周年クロージングイベント」を

開催した。 

写真 1．当日配布用パンフレット(A4 両面) 

(デザイン：野村学芸員 ) 

 

 
 大阪市立科学館  学芸員  

*1 nishino@sci-museum.jp 
*2 kazu@sci-museum.jp 

２２．．実実施施概概要要  

本イベントの実施概要を以下に示す。 

 

・タイトル：スペシャルナイト 

「プラネタリウム 100 周年クロージングイベント」  

・日 時：2025 年 5 月 24 日 (土 ) 18:30～20:30 

・場 所：プラネタリウム 

・対 象：どなたでも 

・料 金：1,500 円  

・定 員：250 名  (事前申し込み制・先着順 ) 

・チケット：チケットカウンター、Web で販売。 

      2025 年 3 月 25 日 (火 ) 販売開始。 

・主 催：大阪市立科学館  

・共 催：日本プラネタリウム協議会  

・後 援：クリエイティブアイランド中之島  

・当日のスケジュール：  

 17:00 準備・会場設営、リハーサル 

 18:00 開場  

 18:30 開演  

 18:30～19:00 第一部：プロローグ講演  

「プラネタリウム 100 年のインパクト」  

大阪市立科学館長  吉岡克己  

 19:00～ 19:50 第二部： 「全国一斉プラネタリウム

100周年フィナーレ・イベント」  

 19:50～20:30 第三部：  

「星兄の爆笑プラネタリウム・大阪征服特別版！」  

エピローグ 星兄  × 吉岡克己  特別対談  

 20:30 終演  
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３３．．当当日日ののよよううすす 

 スペシャルナイト当日のようすを、以下 (1)～ (3)に写

真とともに記す。 

 

(1) 第一部：プロローグ講演「プラネタリウム 100年のイ

ンパクト」  

 嘉数学芸員より開演の挨拶があった後、吉岡館長に

よる講演「プラネタリウム 100 年のインパクト」があり、自

身のプラネタリウムとの出会いや、プラネタリウムに携わ

ってきた 40 年について紹介した。本講演を通して、参

加者一人ひとりにとってプラネタリウムとはどのような存

在か、改めて考えていただく機会とした。  

写真２．開会の挨拶をする嘉数学芸員  

 

写真３．吉岡館長による講演のようす 

 

(2) 第二部：「全国一斉プラネタリウム 100 周年フィナ

ーレ・イベント」  

全国のプラネタリウム施設をオンラインで結んで行う

「全国一斉プラネタリウム 100 周年フィナーレ・イベント」

に参加し、プラネタリウムに関するクイズを行ったり、全

国の参加者全員で一緒にプラネタリウムをお祝いする

ハッピーバースデーの歌を歌ったり、また、全国のプラ

ネタリウムをつないだリレー解説を行った。当館からは、

嘉数学芸員が大阪市立電気科学館時代の解説原稿

をもとに、当時の雰囲気を再現しながら昭和レトロ解説

を行い、その後、各施設へのリレー解説につなげた。 

 

写真４．全国の施設とオンラインでごあいさつ 

 

写真５．司会の明石市立天文科学館・井上館長と  

嘉数学芸員がリレー解説の主旨を説明  

 

写真６．大阪市立電気科学館プラネタリウムについて

紹介する嘉数学芸員  

 

(3) 第三部：  

「星兄の爆笑プラネタリウム・大阪征服特別版！」   

エピローグ 星兄  × 吉岡克己  特別対談  

 第三部では、全国各地のプラネタリウムでの出張公

演やイベント出演など幅広い活動を続け、2025 年で

40 周年となる「星兄」を特別ゲストに迎え、笑いを交え

た「星兄」ならではの星座解説をお楽しみいただいた。  
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写真７．最初にお客様とコミュニケーションを取る星兄  

写真８．投影台でお話をする星兄  

 

その後エピローグとして、「人と宇宙をつなぐプラネタ

リウム・これまで、そしてこれから」と題し、星兄と吉岡館

長との特別対談を行った。プラネタリウムでの演出のバ

リエーションや魅力、来場者の引き付け方などを語り

合い、またこれからのプラネタリウムについての展望を

お客様とともに楽しくディスカッションし、イベントの締め

くくりとした。 

 

写真９．星兄(右)と吉岡館長 (左 )の特別対談のようす 

 

４４．．アアンンケケーートト集集計計  

参加者にアンケートへのご協力をお願いした。その

結果、当日配布したプログラムの QR コードから Webフ

ォームで回答いただいたアンケートが 38 件、紙で記入

いただいたアンケートが９件、合計 47 件の回答があっ

た。当日の参加者は 234 名で、回答率は 20％であっ

た。以下に Web フォームでの回答集計を示す。 

 

(1) どこから来たか？  

大阪市内が 50%、大阪府下が 18.4%で、大阪府内か

らの参加者が 70%近くを占めた。 

 
 

(2) 学校または年齢  

最も多かったのが 60 代 (34.2%)、次いで 50 代

(31.6%)と、参加者の年齢層は比較的高めであった。 

 

 

(3) 「全国一斉プラネタリウム 100周年フィナーレ・イベ

ント」の評価  

「とても良かった」及び「良かった」を合わせ 100%

であった。 

 

 

(4) 「星兄の爆笑プラネタリウム・大阪征服特別版」の
評価  

「とても良かった」及び「良かった」を合わせ 95%で

あった。 
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５５．．おおわわりりにに 

今回のイベントでは、定員 250 名のチケットは全て

完売し、当日の参加者も 234 名と参加率がかなり高か

った。アンケートでのお声として良かった点としては、 

〇吉岡館長の幼い頃のプラネタリウムの思い出話や星

への想いを感じることができたこと 

〇全国一斉プラネタリウム 100 周年フィナーレ・イベン

トにおいて、普段は聞くことができない施設の解説が

聞けたこと 

〇全国をつなぐリレー解説を楽しむという特別な体験

ができたこと 

〇星兄の爆笑プラネタリウムが本当に爆笑だったこと 

 

などの声が複数あった。 

なお今回、吉岡館長の講演の際に機材トラブルが

あり、スライドが数分にわたり出ないという事態があった。

事前に確認していたにも関わらず、こういった不具合

があったことはお客様に申し訳なく、反省している。 

前回 2023 年に開催したスペシャルナイト「プラネタリ

ウム 100 周年記念イベント」では、初めて全国のプラネ

タリウム施設とオンラインでつなぎ、当館からも生中継

を行うなど、チャレンジングな企画を成功させた。この

経験を活かし、今回の 100 周年フィナーレ・イベントで

はさらに発展させ、全国のプラネタリウム施設をオンラ

インでつなぎ、星空のリレー解説を行うという企画に挑

戦した。途中、音声が出ないトラブルがあったが、司会

の明石市立天文科学館・井上館長の機転で全ての

施設の解説を聞いていただくことができた。２年前の経

験があったからこそ、今回のイベント成功につながった

とも考えている。本イベントを以って、数年にわたり行っ

てきたプラネタリウム 100 周年記念事業を終了したが、

この期間、多くのプラネタリウム施設の皆さんと協力し

ながら、プラネタリウムの 100 年を祝う事業が国内外で

展開できたことは、筆者にとっても多くの実りある時間

であった。これらの経験を活かし、今後もプラネタリウム

で多くの人と感動を共有する事業を行っていきたい。  

 




